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【研究目的】超好熱菌とは 90℃を超える温度でも生育可能な微生物の総称であり、長鎖型や分岐型の特
殊なポリアミンを有する。これらのポリアミンは核酸、特に RNA の安定化能が高く、高温環境への適
応に関係していると考えられている。しかしその生合成系は不明な点が多い。本研究では、超好熱菌
Thermococcus kodakarensis を対象として、超好熱菌に特有の長鎖・分岐型ポリアミン生合成系を明
らかにすることを目的とした。本研究では、ポリアミン代謝経路の中でも、2つの酵素に注目した。SAM
（S-アデノシルメチオニン）脱炭酸酵素と予想される TK1592 と SPD（スペルミジン）合成酵素と考
えられる TK0147である。 
【実験結果・考察】精製した組換え型タンパク質 TK1592の酵素活性を調べると、SAM脱炭酸酵素活
性を有していることが確認できた。次に TK1592の転写調節機構について検討したところ、プロモータ
ー領域を上流から削っていくと、転写量の温度依存性が消失することが分かった。次に精製した組換え
型タンパク質 TK0147 の基質特異性を調べたところ、PUT（プトレスシン）、AGM、CAD（カダベリ
ン）、SPDを基質とした。また PUTと AGMについて速度論定数を比較したところ、AGMは PUTに
比べ約 400 倍低い Km 値を示した。よって TK0147 はアミノプロピル基転移酵素として働くが、一般
的な SPD 合成酵素とは異なり、ApAGM 合成酵素として働いていると考えられた。以上の結果及び先
行研究より、本菌では ApAGMを介した経路で、SPDを合成していると考えられた*。またΔTK0147
株の生育特性解析を行ったところ、培養温度に関わらず生育阻害が見られた。ΔTK0147株では、SPD
を添加することで、85℃で生育の回復が見られた。そこで細胞内ポリアミン分析を行ったところ、Δ
TK0147 株では分岐型ポリアミンである ApSPM（アミノプロピルスペルミン）がほとんど合成されて
いなかったが、SPDを培地に添加したときにのみ、ApSPMが検出された。以上の結果より、TK0147
以外にもアミノプロピル基転移酵素が存在する可能性が示唆された。そこでΔTK0147株から未知アミ
ノプロピル基転移酵素の探索を試みたところ、転移酵素活性を有する画分を得ることができた。本画分
は TK0147 とは異なり、SPD を基質として ApSPM までの合成を触媒する活性を示した。またこの酵
素の性質から、T. kodakarensisでは SPD→SPM（スペルミン）→ApSPMという経路ではなく、SPD
→ApSPD（アミノプロピルスペルミジン）→ApSPMという経路でポリアミンの生合成が進むと考えら
れる。 
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